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正
副
議
長
な
ど
議
会
役
職
や

議
会
選
出
の
各
種
委
員
を
決
め
る

選
挙
後
初
の
臨
時
市
議
会
が
、
２
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
正
副
議
長
な
ど
議
会
役
職
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。
議
長
に
栗

原
隆
司
氏
（
志
政
ク
ラ
ブ
・
３
期
）、
副
議
長
に
山
崎
雅
俊
氏
（
平
成
会
・

３
期
）
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
及
び
特
別

委
員
会
の
各
委
員
、
そ
の
他
議
会
選
出
の
各
種
委
員
を
選
び
ま
し
た
。

議長
栗原　隆司

副議長
山崎　雅俊

  
戸
田
市
議
会
役
職
名
簿
（
平
成　

年
２
月
７
日
現
在
）

１７

議　

長　

栗
原　

隆
司

副

議

長　

山
崎　

雅
俊

監
査
委
員　

伊
東　

秀
浩

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
（
正
副
委
員
長
以
外
は
議
席
順
）

常 任 委 員 会議

会

運

営

特 別 委 員 会戸
田
競
艇
組
合

議

会

議

員

蕨

戸

田

衛
生
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
議
員

農  
業  
委  
員

総

務

文
教
・
建
設

健
康
福
祉

市
民
生
活

交
通
環
境

対

策

ま
ち
づ
く
り

議
会
改
革

◎
遠
藤　

英
樹

　

中
名
生　

隆

◎
細
井　

幸
雄

　

望
月　

久
晴

◎
熊
木　

照
明

　

高
橋　

秀
樹

◎
手
塚　

静
枝

　

本
田　
　

哲

◎
秋
元　

良
夫

　

細
井　

幸
雄

　

石
井　

民
雄

◎
石
井　

民
雄

　

榎
本　

守
明

　

斎
藤　

直
子

　

秋
元　

良
夫

◎
高
橋　

秀
樹

　

召
田　
　

厚

　

熊
木　

照
明

　

山
崎　

雅
俊

◎
神
谷　

雄
三

　

手
塚　

静
枝

　

石
井　

民
雄

　

鈴
木　

麗
子

　

岡
嵜　

郁
子

　

細
井　

幸
雄

　

神
谷　

雄
三

　

三
浦　

芳
一

　

斎
藤　

直
子

　

秋
元　

良
夫

　

召
田　
　

厚

○
岡
嵜　

郁
子

　

秋
元　

良
夫

○
斎
藤　

直
子

　

奥
田　
　

実

○
中
島　

浩
一

　

神
谷　

雄
三

○
平
野　
　

進

　

伊
東　

秀
浩

○
熊
木　

照
明

　

高
橋　

秀
樹

○
中
島　

浩
一

　

岡
嵜　

郁
子

　

浅
井　

隆
夫

○
中
名
生　

隆

　

花
井　

伸
子

　

望
月　

久
晴

○
伊
東　

秀
浩

　

熊
木　

照
明

　

菅
原　

文
仁

　

馬
場
栄
一
郎

　

浅
井　

隆
夫

　

山
崎　

雅
俊

　

遠
藤　

英
樹

　

本
田　
　

哲

　

石
井　

民
雄

　

伊
東　

秀
浩

　

菅
原　

文
仁

　

栗
原　

隆
司

　

召
田　
　

厚

　

石
井　

民
雄

　

三
浦　

芳
一

　

山
崎　

雅
俊

　

鈴
木　

麗
子

　

岡
嵜　

郁
子

　

神
谷　

雄
三

　

三
浦　

芳
一

　

馬
場
栄
一
郎

　

本
田　
　

哲

　

鈴
木　

麗
子

　

平
野　
　

進

　

奥
田　
　

実

　

中
島　

浩
一

　

望
月　

久
晴

　

中
島　

浩
一

　

手
塚　

静
枝

　

熊
木　

照
明

　

花
井　

伸
子

　

高
橋　

秀
樹

　

榎
本　

守
明

　

馬
場
栄
一
郎

　

花
井　

伸
子

　

浅
井　

隆
夫

　

平
野　
　

進

　

奥
田　
　

実

　

遠
藤　

英
樹

　

手
塚　

静
枝

　

神
谷　

雄
三

　

菅
原　

文
仁

　

細
井　

幸
雄

　

伊
東　

秀
浩

　

遠
藤　

英
樹

　

高
橋　

秀
樹

　

榎
本　

守
明

　

平
野　
　

進

　

望
月　

久
晴

　

中
名
生　

隆

　

奥
田　
　

実

負
託
に
こ
た
え
て

改
選
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
名
誉
あ
る
議
長
、
副
議
長
の
要
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
誠
に
光
栄
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
責
任
の
重

さ
を
一
層
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
内
の
景
気
低
迷
に
よ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
財
政
環
境
が
依
然
と

し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
地
方
自
治
体
の
地
域
経
営

の
力
量
が
問
わ
れ
、
各
自
治
体
独
自
の
手
腕
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
本
市
は
限
ら
れ
た
財
源
で
効
率
的
な
運
用
を
図
り
、
市
民
生
活
の

安
定
と
安
心
を
保
持
し
つ
つ
、
よ
り
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
積
極
的
に

市
政
に
生
か
せ
ま
す
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
そ
し
て
、
議

決
機
関
と
し
て
の
責
務
で
、
皆
様
方
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


